
再造林に係る主な令和７年度新規事業等について（素案） 
 

１ 森林クラウド改修業務 

（１）伐採及び伐採後の造林の届出制度管理機能の拡充 

市町村が所掌する伐採及び伐採後の造林の届出制度は、令和４年度の制度改正に 

より伐採に係る森林の状況報告が追加され、年間約 2,500 件の届出がある届出の管 

理は複雑になっている。 

さらに、大規模な造林未済地の発生や無断伐採の抑止など、その重要性は増して 

おり、市町村職員による制度の確実な実行及び森林の適正な管理を推進するため、 

伐採及び伐採後の造林の届出の管理機能を拡充する。 

 

（２）森林経営計画作成機能の構築 

森林経営計画は、現在森林クラウドとは連携していない森林経営計画アシストシ

ステムが広く利用されており、森林クラウド上での区域表示や、森林整備の計画が

表示できていない状況となっている。 

ついては、森林クラウドに森林経営計画アシストシステムを搭載することで、市

町村による経営計画の認定事務や実行管理が確実に実施されるとともに、森林経営

計画を作成する林業経営体の利便性の向上を図る。 

 

２ 林業担い手育成対策 

（１）林業における職場環境改善の促進 

近年、中山間地域での人口減少や少子高齢化が進む中、担い手を確保していくこ 

とは困難な状況にある。また、女性の社会進出が進む中、林業が女性にとって働き 

やすい職場となるため、環境を整備することは、男性も含めた働き方改革にもつな 

がると考えられる。 

ついては、女性が働きやすい職場を創出するため、移動式男女別の更衣室・トイ 

レ、簡易テント、アシストスーツ等の整備導入する認定事業体等を支援する。 

 

３ コンテナ苗で広げる花粉レスの森づくり 

（１）少花粉種子の増産対策 

    農林水産総合センター森林研究所内への採種園の新規造成や種子採取量の増加・ 

効率化に資する各種機材設備の拡充を行う。 
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森林管理システム市町村等支援事業

１ 事業目的
経営管理が行われていない森林について、市町村が仲介役となり、森林所有者と経営

体とを繋ぐ森林経営管理制度（森林管理システム）が円滑に実施されるためには、森林
所有者への意向調査や森林管理等を行う市町村への支援が必要である。また、市町村か
ら森林経営を委託される意欲と能力のある経営体の育成等が求められている。
このため、令和元年度から県に譲与されている森林環境譲与税を活用し、森林経営管

理制度を運用する市町村等への支援を総合的に実施し、森林管理の適正化と林業経営の
効率化を図り、林業の成長産業化を実現する。

２ 事業内容
（１）市町村森林管理システム推進体制支援事業【37,532千円】

県と市町村が情報共有し、森林所有者への周知・啓発を支援するとともに、市町村
職員を対象とした研修、市町村支援のための人材の確保・育成、森林所有者の探索、
森林管理の技術支援等を総合的に実施する。

（２）拡 森林クラウドを活用した新たな森林管理システム支援事業【61,347千円】
市町村における事務軽減や受託森林の効率的な管理を図るために、県が保有する森

林情報（森林クラウド）の充実を図る。
（３）意欲と能力のある経営体育成事業【20,087千円】

健全な経営体の育成と経営の持続性を確保するため、岡山県林業振興基金と連携し
て、林業経営体代表者の意識改革等に係る研修、林業就業者の技術向上に係る研修を
実施するとともに、林業経営体が自ら企画する研修及びスマート林業の導入に対する
助成を実施する。

（４）県債利子償還費【266千円】
地域活性化事業債に係る利子の償還に森林環境譲与税を充当する。

（５）県債元金償還費【5,268千円】
地域活性化事業債に係る元金の償還に森林環境譲与税を充当する。

（６）航空レーザ計測成果による森林資源解析事業【70,471千円】
平成30年度に国が行った航空レーザ計測成果を活用して森林資源解析を実施し、森

林資源及び地形情報のデジタルデータを整備する。

３ 事業主体
県（一部委託予定）、林業経営体

４ 財源内訳 （単位：千円）

事 業 名
５年度 ６年度 財 源 内 訳

備 考予算額 予算額 国 費 その他 県 費
市町村森林管理ｼｽﾃﾑ推

39,316 37,532 37,532 森林環境譲与税進体制支援事業
森林ｸﾗｳﾄﾞを活用した
新たな森林管理ｼｽﾃﾑ支 36,746 61,347 2,800 58,547 森林環境譲与税

援事業
意欲と能力のある経営

23,617 20,087 20,087
森林環境譲与税

体育成事業 使用料手数料

県債利子償還費 270 266 266
森林環境譲与税

県債元金償還費 349 5,268 5,268
森林環境譲与税

航空レーザ計測成果に
よる森林資源解析事業 61,500 70,471 20,000 39,458 11,013

森林環境譲与税

計 161,798 194,971 22,800 161,158 11,013

５ 予算額 １９４，９７１千円（財源：国費22,800千円、森林環境譲与税161,023千円、
使用料手数料135千円、一般財源11,013千円）

６ 事業実施期間 令和６年度～令和１０年度
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森林経営管理制度推進の概要

○ 森林経営管理法の概要（平成30年6月1日公布、平成31年4月1日施行）

○ 森林経営管理制度の実施フロー図

① 森林所有者に適切な森林の経営管理を促すため責務を明確化
② 森林所有者自らが森林の経営管理を実行できない場合に、市町村が森林の経営管理の委託を受け
③ 林業経営に適した森林は、意欲と能力のある林業経営者に再委託
④ 再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、市町村が公的管理を実施

経営管理
を

再委託

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林

意欲と能力のある
林業経営者

市町村が管理

③

④

経営管理
を
委託

森林所有者 市町村

意向を
確認

②

①

（おかやまの森整備公社が管理受託）
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森林計画樹立事業費 
（ 新 持続可能な森林経営強化支援事業） 

 
１ 事業目的 

「伐って・使って・植えて・育てる」という林業サイクルを循環させ、森林の多面的

機能を持続的に発揮させるためには、主伐後の再造林などの森林整備を計画的にする必

要があるが、森林所有者は、再造林コストの負担等から主伐後に再造林を行わず、放置

されている森林が増加している。 

 このため、伐採業者と造林業者の連携による再造林コストの削減、森林経営計画の作

成による再造林への支援や森林由来のＪ－クレジットによる経営支援等を効果的に組

み合わせ、森林所有者の経営意欲の向上を図ることで、持続可能な森林経営を実現する。 

 

２ 事業内容 

（１）林業サイクル推進コーディネート事業 

一貫作業による再造林コストの削減を促進するため、素材生産業者や森林組合の連

携強化を図るとともに、森林所有者へ再造林の働きかけや長期受託契約に伴う森林経

営計画の策定に向けた取り組みを進める。 

（２）森林Ｊ－クレジット創出支援事業 

森林所有者との長期受託契約に基づき、森林経営計画を策定した森林においてＪ－

クレジットの創出を促進するため、クレジット登録・認証取得に必要な計画書作成等

に要する経費を支援する。[補助率：１／２以内] 

また、Ｊ－クレジット制度の理解を深めるため、説明会等を実施する。 

 

３ 事業実施主体 

  （１）県（委託先：県森連）、（２）県、県森連、森林組合等 

 

４ 財源内訳 

事業内容 ５年度 

予算額 

６年度 

予算要求額 

財源内訳 備考 

国費 その他 県費 

林業サイクル推進コーディ

ネート事業 

－ 4,300  4,300  森税 

森林Ｊ－クレジット創出支

援事業 

－ 3,300  3,300  森税 

計 － 7,600  7,600   

 

５ 予算要求額 

７，６００千円 

 

６ 事業実施期間 

令和６年度～令和１０年度 
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森林資源の適正管理と循環利用のための再造林
・伐採後の再造林が適切に行われず、放置されている森林が増加
・伐採業者と造林者が連携して、効率的な伐採・再造林を行うことが重要
・森林所有者に対して、地域の森林施業のモデルを示しながら、再造林の働き掛けが必要
・伐採・再造林を進める上で重要となる森林経営計画は減少傾向にあり、計画拡大に向けた取組を進め、
Ｊークレジットなど新たな収入源を確保し、森林所有者の経営意欲の向上を図ることが必要

現状と課題

Ｊ－クレジット認証・発行手続き

計画的な伐採・再造林の推進
（天然林26.7万haを除く）

Ｊ－クレジットによる民間資金の活用

⇒今後の展開森林経営計画の作成促進

経営に適さない森林

市町村自らが管理

市
町
村

市町村、組合
(私有林を含む)策定面積9.6万ha

策定面積の拡大

県南企業等へ売却

↑県が創出経費
を支援

12.0万ha

6.1万ha

市町村有林 1.5万ha
県営林 0.5万ha、公社 2.5万ha
私有林 5.1万ha意

向
調
査
・
森
林
集
積

林業経営に適した森林

※12.0万ha、6.1万haは森林・林業ビジョンにおける推計値

持続可能な森林経営強化支援事業

林業サイクル推進コーディネート事業

クレジット売却民間資金

計画的な伐採･再造林の推進

連携

林業サイクル推進コーディネータ
（伐採業者と造林業者の連携促進）
（森林所有者への再造林の働き掛け）

森林所有者

連携働き掛け

森林からクレジットを創出

１ プロジェクトの登録

２ モニタリングの実施

計画書作成 審査 認証委員会
プロジェクト

登録

承認

報告書作成 検証 認証委員会 クレジット
認証・発行

承認

森林Ｊ－クレジット創出支援事業

伐採業者
（素材生産業者）

造林業者
（森林組合）

連携働き掛け

再造林・保育
経営計画
J-ｸﾚｼﾞｯﾄ役割分担・低コスト化

・再造林
・長期委託 働き掛け
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津山市のＪ－クレジットの取組について

(R6.8現在)
１ Ｊ－クレジット制度(開始時)

２ Ｊ－クレジット販売履歴等

⑴ 年度別販売実績

⑵ 販売履歴

プロジェクト名 津山市Ｊ－クレジット制度活用事業

開始年月日 平成 24年 4月 1日

事業目的

森林施業計画に基づき、森林整備を進めてきており、平成２５年

以降も計画的に森林の整備を行うことで、間伐と植栽により吸収源

対策を進めていく。

概

要

事業内容
森林施業計画・森林経営計画に基づき、平成 19年からの植栽・間

伐等の実施地を対象に森林吸収量をクレジット化する。

クレジット対象面積

／森林経営計画面積

151.3ha クレジット対象材積

／森林経営計画材積

35,390㎥
2,680.77ha 567,320㎥

販売価格/t-co2 5,000円 認証対象期間 8年(H25.4.1～R3.3.31)
認証を受けたクレジット量 547t-co2 推定販売予定額 2,735,000円

プロジェクト実施場所
宇野、黒木、行重、河井、成安、倉見、物見、知和、大吉、阿波、

大篠、西田辺、原口の各団地

年 度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

クレジット(t-co2) 50 － 31 16 21 55 124 49 72

販売額

(円)

価格 (無償) － 167,400 88,000 115,500 302,500 682,000 269,500 396,000

手数料差引後 － － 161,460 79,200 103,950 272,250 660,550 242,550 396,000

年 月 販売先等
販売量

(t-co2)

販売価格(円)

(手数料差引後)

クレジット残高

(t-co2)

(うち預託販売分)

H27.5 (クレジット取得) 547

H28.9 G7 伊勢志摩サミット無償提供 50 － 497

H29.3 ｶﾙﾋﾞｰ㈱ｶﾙﾈｺ事業部に 300t-co2 販売(但し、

500 円/t-co2 手数料)を預託
497(300)

H30.5 カルネコ㈱に販売 10 54,000(54,000) 487(290)

H30.5 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 1 5,400( 4,860) 486(289)

H30.8 カルネコ㈱に販売 10 54,000(54,000) 476(279)

H31.2 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 10 54,000(48,600) 466(269)

R1.11 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 7 38,500(34,650) 459(262)

R1.12 カルネコ㈱［国分グループ本社㈱］に販売 9 49,500(44,550) 450(253)

R2.8 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 13 71,500(64,350) 437(240)

R3.1 カルネコ㈱［㈱CHCP-P 分］に販売 8 44,000(39,600) 429(232)

R3.5 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 14 77,000(69,300) 415(218)

R3.5 カルネコ㈱に販売 10 55,000(49,500) 405(208)

R4.3 カルネコ㈱に販売 31 170,500(153,450) 374(177)

R4.5 一般財団法人more trees 85 467,500(467,500) 289(177)

R4.12 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 39 214,500(193,050) 250(138)

R5.12 カルネコ㈱［SB パワー㈱分］に販売 38 209,000(188,100) 212(100)

R5.12 カルネコ㈱［㈱CHCP-P 分］に販売 11 60,500(54,450) 201(89)

R6.5 ㈱ウエストボックス［SB パワー㈱分］に販売 42 231,000(231,000) 159(0)

R6.6 ㈱ウエストボックス［㈱CHCP-P 分］に販売 30 165,000(165,000) 129(0)

合計(R6.8.23 現在) 418 2,020,900(1,915,960) 129(0)
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�tẗÇ���$%2

)34�¾µ��$È	
�ÉÊ¾Ë�
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他県事例（秋田県、福井県） 

 

〇秋田県「カーボンニュートラルに挑戦する再造林拡大事業」 

秋田県は、令和４年度から新たに「カーボンニュートラルに挑戦する再造林拡大事業」

を実施し、再造林率を 28％から 50％へ引き上げることを目指す。 

森林所有者と「造林保育管理契約」を締結した林業経営体が、所有者に代わって再造林

と保育・管理を約 10 年間にわたって行う仕組みを導入するほか、技術開発や苗木増産、

人材育成、普及体制整備などを総合的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇福井県「ふくい型林業経営モデル」 

 福井県は、森林所有者と森林事業体が樹木の主伐、再造林、保育までの工程を一括契約

する「ふくい型林業経営モデル」の構築に乗り出す。 

モデルは森林組合などの事業体と長期契約を結び、伐採から再造林、保育までを一括し

て任せることで「所有と経営の分離」を図る。 

所有者の管理負担を軽減させ、森林資源を循環して活用するとともに、林業者の経営持

続化につなげるのが狙い。 
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林業担い手育成総合対策事業 

（下刈り手当助成） 

 

１ 事業目的 

下刈りを確実に推進するためには、夏場の炎天下で作業を行う人員の確保が  

必要不可欠である。  

このため、下刈り手当を支給し就業条件の改善に努める事業体を支援し、労  

働力の確保に努める。 

 

２ 事業内容 

認定事業体又は一定要件を満たす林業事業体が雇用する林業従事者の下刈 

り手当の一部を助成する。 

○対象者 

認定事業体又は一定要件を満たす林業事業体に雇用され、下刈り作業に従 

事する者 

○対象経費 

   下刈り作業の実施手当の支給が確認できる経費。 

ただし、少花粉スギ、ヒノキコンテナ苗を植栽し、造林補助金（下刈り） 

の交付を受けた一齢級までのものに限る。 

 

３ 補助率 

  １／２以内（ただし、上限1,000円／人日を上限とする。） 

 

４ 事業費内訳 

  ○下刈面積  240ha 

  ○補助額   240ha×6.8人日／ha×2,000円／人日×1／2≒1,632千円 
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森林研究所における再造林の推進に係る主な研究課題について 

 

１ 少花粉品種の種子安定生産技術の確立 

研 究 期 間：令和 4年～令和 8年 

研究の概要：苗木生産に使用される少花粉種子は、森林研究所採種園で生産している 

が種子の安定的な供給のため、気象や管理方法等の諸要因が種子生産性 

に及ぼす影響について評価する。 

 

２ 針広混交林化に係る更新に関する研究 

研 究 期 間：令和６年～令和 8年 

研究の概要：天然更新の機構や更新阻害因子の種類及び特徴、更新補助の効果や展望 

に係る技術的知見は少ないことから、人工林を針広混交林に誘導する場 

合における、更新動態や更新阻害因子の特性を明らかにし、求められる 

施業技術を体系的に整理する。 

 

３ 低密度植栽造林地における調査研究 

研 究 期 間：令和６年～令和 8年 

研究の概要：適正な植栽密度や低密度植栽によるデメリットの整理など、主林木のう 

らごけや、つる性植物の繁茂による保育コストの掛かり増し等の発生状 

況を把握し、適正な植栽密度と保育方法を検討する。 

 

４ 早生樹種の選抜・育成に関する調査研究 

研 究 期 間：令和３年～令和７年 

研究の概要：主伐後の再造林などの森林整備を計画的に推進するための一つの方策と 

して、本県に適した早生樹を見出すことが求められており、本県での環 

境適応性や成長量、形状等について評価を行い、有用な造林樹種の候補 

となり得る樹種を提案することを目的とする。 

 

５ シカ被害軽減に向けた防除技術の研究 

研 究 期 間：令和４年～ 

研究の概要：ニホンジカの生息・被害地域の推移を把握するため、生息状況等のモニ 

タリングを実施する。また、効率的な捕獲技術の開発を検討するととも 

に、林内における防護柵の管理方法を確立する。 

 

６ セル育苗によるコンテナ苗木の研究（予定） 

研 究 期 間：令和７年～ 

研究の概要：セル育苗の効率的な播種方法、移植可能期間の検証、育苗コスト算出等 
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令
和
４
年
４
月

林
野
庁

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

国
民
の
森
林
・
国
有
林

令
和
６
年
度

岡
山
森
林
管
理
署

重
点
取
組
事
項

【
木
製
残
存
型
枠
を
使
用
し
た
治
山
え
ん
堤
】

林
野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
岡
山
森
林
管
理
署

【
伐
採
か
ら
3
3
年
経
過
し
た
列
状
間
伐
】

【
素
材
生
産
事
業
実
行
箇
所
】

【
天
然
力
を
活
用
し
た
森
林
づ
く
り
】

【
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
現
地
検
討
会
】

【
操
山
（
み
さ
お
や
ま
）
自
然
休
養
林
】
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令
和
６
年
度

岡
山
森
林
管
理
署

重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て

目
次

１
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
推
進
等

２
「
新
し
い
林
業
」
の
確
立
に
向
け
た
取
組
の
展
開

３
民
有
林
関
係
者
等
多
様
な
主
体
へ
の
技
術
支
援
・
普
及

岡
山
森
林
管
理
署

岡
山

森
林
管

理
署

は
、

岡
山

県
内

の
国

有
林

野
約

3
2
千

h
a
と

官
行

造
林

地
約

４
千

h
a
の

合
わ

せ
て

約
3
6
千

h
a
の

国
有

林
を

管
理
経

営
し

て
い

ま
す

。
国

有
林

野
を

名
実

と
も

に
「

国
民

の
森

林
（

も
り

）
」

と
し

て
い

く
た

め
、

公
益

重
視

の
管

理
経

営
を

一
層

推
進

し
、

グ
リ

ー
ン

成
長

へ
の

貢
献

に
向

け
た

取
組

を
積

極
的

に
行

い
ま

す
。
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平
成
3
0
年
7
月
豪
雨
災

害
な

ど
、

近
年

、
頻

発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
み

、
地

域
の

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

流
域

治
水

と
連

携
し
た
国
土
強
靭
化
対
策
を

推
進

し
ま

す
。

特
に

、
県
の
要
請
を
受
け
て
実
施
す
る
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

及
び

国
有

林
に

お
け

る
大

規
模

被
災

箇
所

等
の

復
旧

を
着

実
に
実
施
し
、
災
害
に
強

い
森

林
の

再
生

に
取

り
組
み
ま
す
。

森
林

土
木
工
事
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
推
進

治
山
事
業
に
よ
る
国
土
強
靭
化

１
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
推
進
等

1

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

間
伐
等
森
林
整
備
の
推
進

岡
山
森
林
管
理
署

公
益
重
視
の

管
理

経
営

の
一

層
の

推
進

を
図

る
た

め
、

５
つ

の
機

能
類

型
区
分
に
基
づ
き

、
流

域
の

自
然

的
特

性
等

を
踏

ま
え

、
国
土

の
保

全
、
水

源
の
か
ん
養
、
生

物
多

様
性

の
保

全
、
二
酸

化
炭

素
の

吸
収

固
定

等
の

公
益

的

機
能
の
維
持
・

増
進

に
向

け
て

、
資

源
の

循
環

利
用

に
も

配
慮

の
う

え
、

適
切
か
つ
効
率
的

に
多

様
で

健
全

な
林

地
保

全
に

配
慮

し
た

森
林

づ
く

り
を

推
進
し
ま
す
。

被
災
箇
所
に
、
U
A
V
（

ド
ロ

ー
ン

）
に

よ
る
空
中
撮
影
を
実
施
す
る
ほ
か
、

数
値
標
高
モ
デ
ル
、

オ
ル

ソ
画

像
、

工
事

図
面

等
を
一
連
で
作
成
。
ま
た
、

三
次
元
測
量
デ
ー
タ

に
よ

る
出

来
形

管
理

や
、

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を

活
用
し
た
遠
隔
臨
場

、
発

・
受

注
者

間
で

の
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
等
の
導

入
に
よ
り
、
効
率
的

か
つ

円
滑

な
事

業
実

行
を

推
進
し
ま
す
。

【
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
】

【
列
状
間
伐
】

【
林
業
専
用
道
新
設
中
】

【
帯
状
複
層
伐
】

ま
た
、
山
地
災
害
箇

所
の

現
地

調
査

及
び

現
地
測
量
に
U
A
V
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
有

林
と

民
地

と
の

境
界

が
入
り
組
ん
だ
箇
所
等
に
お

い
て
、
境
界
デ
ー
タ
と

写
真

デ
ー

タ
の

重
ね

合
わ
せ
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、

可
視
化
的
に
地
権
者
と

の
調

整
が

行
え

ま
す

。
撮
影
し
た
画
像
か
ら

取
得

し
た

三
次

元
点

群
デ
ー
タ
か
ら
作
成
し
た
数

値
標
高
モ
デ
ル
（
D
E
M
）

や
オ

ル
ソ

画
像

を
使

用
し
、
概
略
設
計
等
（
平

面
図
、
縦
断
図
、
横
断

図
等

）
が

可
能

な
こ

と
か
ら
、
災
害
申
請
に
活
用

し
ま
す
。

U
A
V
調
査
状
況

自
動
飛
行
ル
ー
ト
設
定
画
面

被
災
箇
所
全
体
の
オ
ル
ソ
画
像
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木
材
の
安
定
供
給
の
推
進

林
産
物
の
安
定
供
給
・
利
用

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
推
進
等

樹
木
採
取
区
で
の
計
画
的
な
事
業
実
施

事
業
等
で
の
木
材
利
用

岡
山
森
林
管
理
署

公
益
重
視
の
管
理

経
営

を
一

層
推

進
し

つ
つ

、
地
域
に
お
け
る
木
材
安

定
供
給
体
制
の
構
築

等
を

図
る

た
め

、
機

能
類

型
区
分
に
応
じ
た
適
切
な

施
業
の
結
果
得
ら
れ

る
木

材
の

持
続

的
・

計
画

的
な
供
給
に
努
め
、
地
域

の
林
業
・
木
材
産
業

の
活

性
化

に
貢

献
し

て
い

き
ま
す
。

新
見
市
に
所
在

す
る

用
郷

山
（

よ
う

ご
う

や
ま

）
国

有
林

ほ
か

に
指

定
し

た
「
近
畿
中
国
１

新
見

樹
木

採
取

区
（

区
域

面
積

：
2
5
1
h
a
）

」
に

つ
い

て
、

令
和
４
年
３
月
に

「
株

式
会

社
戸

川
木

材
」

に
、

権
利

存
続

期
間

９
年

の
「
樹
木
採
取
権
」

を
設

定
し

、
令

和
４

年
度

よ
り

事
業

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
今
年
度
は
４
伐

区
、

１
６

h
a
の

伐
採

（
皆

伐
）

と
植

栽
を

実
施

し
ま

す
。

【
実
施
契
約
締
結
式
】

【
採
取
区
域
の
表
示
作
業
】

【
加
賀
山
（
か
が
や
ま
）
山
腹
工
】

【
用
郷
山
（
よ
う
ご
う
や
ま
）
林
業
専
用
道
】

【
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造
材
】

【
移
動
式
チ
ッ
パ
ー
で
燃
料
チ
ッ
プ
製
造
】

【
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
苗
木
運
搬
】

【
植
付
作
業
】

【
Ｐ
Ｒ
活
動
・
現
地
見
学
会
】

【
有
利
採
材
研
修
の
様
子
】

【
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で
の
搬
出
状
況
】

【
森
林
作
業
道
作
設
】

【
シ
ス
テ
ム
販
売
材
の
積
込
み
状
況
】

2

柵
工
、
残
存
型
枠
工
、

筋
工

等
へ

木
材

の
利

用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
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2
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
展
開

森
林
・

林
業
基
本
計
画

（
R
3
.
6
.
1
5
閣

議
決

定
）

で
位
置
づ
け
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
伐
採
か
ら

再
造

林
、

保
育

の
収

支
を

プ
ラ

ス
へ

転
換

さ
せ

る
「

新
し

い
林

業
」

の
実
現
に
向
け
、

近
畿

中
国

森
林

管
理

局
で
は
、
「
新
し
い
林
業
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設

置
（

R
4
.
3
.
2
5
）

し
、

組
織

の
総

力
を

上
げ

て
、

国
有

林
で
は
生
産
性
向
上
や

低
コ

ス
ト

再
造

林
、

効
率

的
な
鳥
獣
被
害
対
策
等
の
実
証
・
普
及
に
取
り
組
む
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

ま
た
、
そ
の
成
果
は
民

有
林

へ
も

普
及

を
図

り
ま
す
。

下
刈
り
の
省
力
・
削
減
の
取
組

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力
化
に
向
け
た
取
組

低
密
度
植
栽
の
検
証

画
一

的
な
下
刈
り
を
見
直

し
、

植
栽

木
と

雑
草

木
の

競
合

状
態

を
見

極
め

な
が

ら
下

刈
り

を
省
略
す
る
と
と
も

に
、

下
刈

り
の

実
施

方
法

を
、

現
地

の
状

況
に

応
じ

全
刈

か
ら

筋
刈
り
へ
の
移
行
や

、
労

働
の

軽
減

、
安

全
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

冬
下

刈
り

の
試

行
に
取
り
組
み
ま
す

。
今

年
度

は
、

管
内

７
箇

所
に

お
い

て
、

夏
季

に
限

定
し

な
い

下
刈
り
の
試
行
（
1
0月

～
１

月
期

に
実

施
）

に
取

り
組

み
ま

す
。

シ
カ
防
護
対
策

【
下
刈
り
後
の
成
長
調
査
】

低
密

度
植

栽
箇

所
の

成
長

量
調

査
等

に
引

き
続

き
取

り
組

む
と

と
も

に
、

さ
ら

な
る

低
コ

ス
ト

化
に

向
け

て
、

こ
れ

ま
で

の
1h

a当
た

り
2,

0
00
本

植
え

か
ら

1,
50

0本
植

え
に

試
行

的
に

植
栽

を
実
施

し
ま

す
。

岡
山
森
林
管
理
署

地
域

の
関
係
者
と
連
携
の

う
え

、
協

定
に

基
づ

く
捕
獲
、
造
林
木
保
護

の
た

め
の

防
護

柵
等

の
設
置
、
小
林
式
誘
引

捕
獲

法
の

民
有

林
へ

の
普
及
な
ど
に
取
り
組

み
ま

す
。

シ
カ

被
害
対
策
に
必
要
と

な
る

防
護

柵
等

に
つ

い
て
、
効
果
的
か
つ
コ

ス
ト

を
抑

え
た

資
材

の
活
用
に
よ
り
設
置
経

費
の

削
減

に
取

り
組

み
ま
す
。

【
低
密
度
植
栽
試
験
地
】

（
加
茂
山
（
か
も
や
ま
）
国
有
林
：
吉
備
中
央
町
）

【
下
刈
り
作
業
の
様
子
】

【
立
木
を
活
用
し
た
防
護
柵
】

【
令

和
4年

度
の

低
密

度
植

栽
試

験
地

の
調

査
結

果
か

ら
】

・
2,

00
0本

/
ha
植
栽

地
は

順
調

な
成

長
を

し
て

お
り

、
植

林
か

ら
10
年

以
内

の
う

っ
閉

が
確

認
さ

れ
た

。
・

1,
60

0本
/
ha
植

栽
地

と
2
,
00

0本
/
ha
植

栽
地

の
生

育
状

況
は

同
程

度
で

あ
っ

た
。

・
1,

60
0本

/
ha
植

栽
地

は
2
,
00

0本
/
ha
植

栽
地

と
、

同
程

度
の

期
間

で
う

っ
閉

す
る

。

3
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「
新
し
い
林
業
」
の
確
立
に
向
け
た
取
組
の
展
開

素
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力
化
に
向
け
た
取
組

収
穫
調
査
の
効
率
化
・
省
力
化

生
産
性
向
上
の
取
組

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し

た
収

穫
調

査
の

効
率

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

製
品
生
産
事
業
、
存

置
型

間
伐

で
は

、
標

準
地

調
査
方
法
な
ど
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、

3
次

元
レ

ー
ザ

測
量

（
ス
キ
ャ
ナ
）
を
活
用

し
た
調
査
を
進
め
て
い

ま
す

。
引

き
続

き
、

現
地

研
修
会
等
の
開
催
し
て
、

操
作
技
術
の
習
得
・
向

上
に

努
め

ま
す

。
林
地
保
全
に
配
慮
し

た
森

林
施

業
を

進
め

る
た

め
、
収
穫
調
査
時
に
C
S

立
体
図
等
に
よ
り
危
険

箇
所

の
確

認
に

つ
い

て
試

行
し
て
い
き
ま
す
。

伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進

木
材
（
丸
太
）
の
生
産

事
業

の
作

業
シ

ス
テ

ム
を
最
適
化
し
、
生
産
性
の

向
上
と
生
産
コ
ス
ト
縮
減

を
支

援
す

る
た

め
、

府
県
等
と
連
携
し
、
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
る
工
程
を
明

ら
か

に
し

、
よ

り
良

い
作
業
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ

う
事
業
体
と
連
携
し
た
取

組
を

進
め

ま
す

。
こ
の
た
め
、
限
定
的
に

対
応

し
て

き
た

受
注

事
業
体
の
日
報
管
理
の
取
組

を
拡
大
し
て
行
き
ま
す
。

【
請
負
事
業
体
へ
ア
プ
リ
の
説
明
】

【
高
性
能
林
業
機
械
で
の
組
合
せ
作
業
】

【
3
次
元
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
調
査
】

【
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
で
面
積
計
測
】

岡
山
森
林
管
理
署

伐
採
（
皆
伐
）
か

ら
植

栽
（

更
新

）
ま

で
の

複
数

の
作

業
を

一
括

発
注

す
る
「
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム

」
に

よ
り

、
高

性
能

林
業

機
械

を
活

用
し

た
枝

条
等
の
整
理
、
コ
ン
テ

ナ
苗

（
通

年
植

栽
が

可
能

）
の

運
搬

等
、

伐
採

・
搬

出
か
ら
植
栽
ま
で
の
一

連
の

作
業

を
連

続
し

て
行

う
こ

と
に

よ
り

ト
ー

タ
ル

コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指

し
ま

す
。

今
年
度
は
、
１
６

伐
区

、
３

０
h
a
で

実
施

し
ま

す
。

【
ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
集
材
】

【
林
地
残
材
搬
出
後
の
皆
伐
地
】

【
専
用
器
具
に
よ
る
植
栽
】

【
造
林
地
の
残
材
の
搬
出
】

4
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「
新
し
い
林
業
」
の
確
立
に
向
け
た
取
組
の
展
開

IC
T
の
活
用
推
進 ド
ロ
ー
ン
（
U
A
V
）
の
活
用

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

、
オ

ル
ソ

化
（

正
射

写
真
化
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

収
穫
調
査
の
踏
査
に
活
用

す
る

こ
と

や
樹

種
界

の
判
別
、
平
均
樹
高
の
算
出
等

に
よ
り
、
林
分
状
況
の
効

率
的

な
把

握
と

を
行

い
業
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
事
業
地
の
検
査

で
の

活
用

、
防

鹿
柵

の
点
検
、
治
山
施
設
の
点
検
、

森
林
調
査
簿
の
修
正
等
に

積
極

的
に

活
用

し
て

い
き
ま
す
。

路
網
設
計
支
援
ソ
フ
ト
（
F
R
D
）
の
活
用

岡
山
森
林
管
理
署

航
空
レ
ー
ザ
計

測
で

得
ら

れ
た

精
緻

な
地

形
デ

ー
タ

等
を

活
か

し
て

、
林

道
や
森
林
作
業
道

な
ど

の
路

網
の

線
形

案
を

対
話

的
に

設
計

し
、

設
計

時
に

幅
員
や
コ
ス
ト
な

ど
様

々
な

パ
ラ

メ
ー

タ
を

調
整

す
る

こ
と

で
崩

れ
に

く
く

低
コ
ス
ト
な
線
形

案
を

効
率

的
に

設
計

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
現

地
踏

査
回
数
の
大
幅
削

減
や

線
形

案
の

妥
当

性
確

認
、

コ
ス

ト
・

リ
ス

ク
の

評
価

な
ど
路
網
設
計
・

管
理

業
務

の
効

率
化

・
省

力
化

の
た

め
、

路
網

設
計

支
援

ソ
フ
ト
Ｆ
Ｒ
Ｄ
（

F
o
r
e
s
t
 
R
o
a
d
 
D
e
s
i
g
n
e
r
）

を
積

極
的

に
活

用
し

ま
す

。

G
N
S
S
端
末
（
デ
ー
タ
収
集
一
体
型
モ
バ
イ
ル
端
末
）
の
活
用

G
N
S
S
端
末
を

活
用

し
、

境
界

巡
検

等
業

務
の

効
率

化
を

図
り

ま
す

。

署
・
各
森
林
事

務
所

へ
配

置
さ

れ
て

い
る

G
N
S
S
端

末
は

、
G
P
S
機

能
と

と
も
に
、
デ
ー
タ
収

集
（

写
真

、
M
e
m
o
等

の
添

付
）

が
可

能
。

そ
の

機
能

を
活
用
し
、
境
界
巡

検
中

に
境

界
の

状
況

を
確

認
し

、
随

時
G
N
S
S
端

末
上

に
写
真
・
M
e
m
o
（
境

界
の

種
類

、
境

界
の

状
況

等
）

等
を

記
入

し
、

帰
任

後
G
I
S
ソ
フ
ト
等

に
デ

ー
タ

を
移

行
・

一
元

管
理

。
森

林
官

等
業

務
の

効
率

化
・
省
力
化
に
活

用
し

ま
す

。

U
A
V
空
撮
写
真
の
解
析
に

よ
る

３
次
元
点

群
デ
ー
タ
（

D
S
M
）

航
空
レ
ー

ザ
測
量
に
よ

る
３
次
元
点

群
デ
ー
タ
（

D
E
M
）

立
木
一
本
ご
と
に
樹
高
が
表

示
さ
れ
る

上
層
木
の
本
数
と
平
均
樹
高

を
算
出

【
ド
ロ
ー
ン
画
像
を
オ
ル
ソ
化
】

【
Q
G
IS
で
種
界
を
図
示
】

【
G
N
S
S
端
末
】
【
衛
星
の
補
足
状
況
】

【
G
N
S
S
端
末
に
地
図
を
表
示
】

5
【
F
R
D
に
よ
る
線
形
案
】

48



3
民
有
林
関
係
者
等
多
様
な
主
体
へ
の
技
術
支
援
・
普
及

戦
後
植
林
さ
れ
た
人

工
林

が
本

格
的

な
利

用
期

を
迎
え
る
中
、
こ
れ
ら
の
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し

、
林

業
の

成
長

産
業

化
と

森
林

資
源

の
適

切
な

管
理

を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
我
が
国

の
森

林
・

林
業

に
と

っ
て

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

ふ
ま

え
て

、
国

有
林

の
フ

ィ
ー

ル
ド

や
技

術
を

活
用

し
て

民
有
林
関
係
者
等
の
支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

現
地
検
討
会
の
開
催
等

市
町
村
支
援
等
に
関
す
る
情
報
発
信

災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
・
民
有
林
支
援

市
町
村

林
務
担
当
者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
林

業
事
業
体
の
育
成
に
向
け
、

国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用

し
た

現
地

検
討

会
を
開
催
し
、
低
コ
ス
ト
造

林
、
伐
採

か
ら
造
林
ま
で

の
一

貫
作

業
シ

ス
テ

ム
、
獣
害
対
策
等
の
技
術
の

普
及
を
実

践
し
て
い
き
ま

す
。

市
町
村
行
政
へ

の
支

援
に

つ
い

て
、

市
町

村
が

抱
え

る
地

域
課

題
や

国
有
林
へ
の
要
望
に

合
わ

せ
て

、
効

果
的

な
支

援
の

推
進

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た
、
市
町
村

の
要

望
に

応
じ

て
3
次

元
レ

ー
ザ

測
量

（
ス

キ
ャ

ナ
）

に
よ
る
立
木
調
査
の

支
援

を
行

う
な

ど
、

さ
ら

な
る

市
町

村
支

援
の

充
実

強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
林
業
大

学
校

等
に

対
し

て
も

実
習

の
受

入
れ

を
行

う
な

ど
、

引
き
続
き
、
支
援
に

取
り

組
み

ま
す

。

山
地

災
害
発
生
時
に
は
、

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
被

災
状

況
調

査
を

は
じ
め
、
地
元
自
治
体

の
要

請
に

応
じ

て
山

地
災

害
対

策
チ

ー
ム
の
派
遣
等
、
民
有

林
の

被
災

状
況

の
確

認
や

復
旧

に
向

け
た
技
術
的
支
援
を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
平

時
か

ら
治

山
技

術
向
上
を
図
る
た
め
の

現
地

検
討

会
の

開
催

等
に

積
極

的
に

取
り
組
み
ま
す
。

岡
山
森
林
管
理
署

■
現
地
検
討
会
の

開
催

①
テ
ー
マ
：
シ
カ

対
策

②
開
催
時
期
：
令

和
６

年
１

１
月

頃
③
開
催
場
所
：
未

定
④
参
集
範
囲
：
自

治
体

、
林

業
事

業
体

等
⑤
検
討
会
の
内
容

：
低

コ
ス

ト
で

効
果

的
シ

カ
防
護
柵
の
活
用
と
捕
獲

技
術
の
検
討

6

【
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と
チ
ッ
パ
ー
の
実
演
】

【
ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
の
見
学
】

【
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被
災
状
況
調
査
】

【
市
町
村
職
員
に
調
査
デ
ー
タ
の
説
明
】

【
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
現
地
実
習
】

【
冬
下
刈
り
箇
所
の
生
育
状
況
】

【
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
現
地
実
習
】
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主
要
事
業
量
内
訳

単
位

令
和
６
年
度
主
要
事
業
量

（
年
度
当
初
予
定
）

項
目

区
分

千
㎥

５
７
．
１

主
伐

収
穫

千
㎥

４
１
．
４

間
伐

千
㎥

３
５
．
６

立
木
販
売

販
売

千
㎥

２
５
．
２

製
品
販
売

千
㎥

７
．
０

樹
木
採
取
権

h
a

３
２
．
３

地
拵
え

造
林

h
a

５
９
．
６

植
付

h
a

８
８
．
４

下
刈
り

h
a

２
９
．
９

つ
る
切
・
除
伐
等

h
a

１
７
１
．
５

保
育
間
伐
（
活
用

型
・
存
置
型
）

h
a

１
３
．
７

保
育
間
伐
（
本
数
調

整
伐
）

ｍ
４
７
６

林
道
新
設

林
道

m
７
８

改
良

百
万
円

９
７
．
９

国
有
林
直
轄
治
山

治
山

事
業

百
万
円

－
民
有
林
直
轄
治
山

【
問
い
合
わ
せ
先
】

岡
山
森
林
管
理
署

岡
山
県
津
山
市
小
田
中
２
２
８
－
１

℡
：
０
５
０
-３
１
６
０
-６
１
３
５

岡
山
森
林
管
理
署

「
国

民
の

森
林

」
国

有
林

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

7

①
事
業
量
（
年
度
当
初
予
定
）
に
は
、
前
年
度
の
繰
越
事
業
量
を
含
み
ま
す
。

②
収
穫
量
、
立
木
販
売
量
に
は
、
分
収
林
の
民
収
分
の
数
量
を
含
み
ま
す
。

③
林
道
に
は
、
林
業
専
用
道
を
含
み
ま
す
。
（
林
業
専
用
道
規
格
の
森
林
作
業
道
新
設
を
含
む
。
）

④
治
山
事
業
費
に
は
、
災
害
復
旧
事
業
費
を
含
み
ま
す
。
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国
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ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
シ
カ
防
護
柵
低
コ
ス
ト
化
の
取
組
み

背
景

主
伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
く
中
で
、
シ
カ
の
増
加
に
よ
る
新
植
苗
木
へ
の
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
防
護
柵
を
設
置

し
被
害
を
防
ぐ
ご
と
が
必
要
。
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
上
で
、
よ
り
安
価
な
防
護
柵
の
設
置
が
課
題
。

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
の
活
用

○
一
般
的
な
防
護
柵

シ
カ
に
よ
る
網
の
噛
み
切
り
を
防
ぐ
た
め
、
侵
入
防
止

網
に
ス
テ
ン
レ
ス
が
編
み
込
ま
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い

る
が
、
高
価
で
重
い
。

○
侵
入
防
護
網
に
ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
を
使
用
。

・
目
合
い
が
細
か
く
（

16
m

m
）
、
動
物
の
口
が
入
り

に
く
い
た
め
、
噛
み
切
る
こ
と
が
困
難

・
ウ
サ
ギ
等
小
動
物
の
す
り
抜
け
防
止
に
な
る

・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
可
能
で
あ
り
、
入
手
が
容

易
で
か
つ
安
価

ス
テ
ン
レ
ス
入
り
ネ
ッ
ト

32
,2

00
円

/5
0m

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト

4,
40

0円
/5

0m
・
軽
い
の
で
運
搬
功
程
も
有
利

ス
テ
ン
レ
ス
入
り
ネ
ッ
ト

11
kg

/5
0m

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト

5.
5k

g/
50

m

立
木
の
活
用

○
支
柱
を
削
減
し
、
で
き
る
だ
け
立
木
を
活
用
す
る

・
材
料
費
の
縮
減

支
柱
代
金
：

2,
00

0円
/本

立
木
代
金

立
木
価
格

(1
,8

50
円

/本
)－
伐
木
造
材
費

(5
47
円

/本
)

＝
1,

30
3円

/本
・
支
柱
の
運
搬
、
打
ち
込
み
作
業
が
削
減
で
き
る

・
積
雪
や
倒
木
等
に
対
し
て
よ
り
強
度
が
あ
る

・
破
損
し
て
も
修
繕
が
容
易
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e
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
シ
カ
防
護
柵
低
コ
ス
ト
化
の
取
組
み

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
を
斜
め
張
り
す
る

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
を
ス
カ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
し

て
利
用
す
る
。

【
標
準
図
】

約
4.
0m

約
0
.7
m

約
0
.8
3
m

約
4.
0m

約
0.
7m

約
2.
0m

約
1.
5m

ス
カ
ー
ト
ネ
ッ
ト
用

上
張
り
ロ
ー
プ

(
8m
m
)

ス
カ
ー
ト
ネ
ッ
ト

本
体
ネ
ッ
ト
用

上
張
り
ロ
ー
プ

(
8m
m
)

本
体
ネ
ッ
ト

括
り
付
け
ロ
ー
プ

上
段

(
8m
m
)

ス
カ
ー
ト
ネ
ッ
ト
用

下
張
り
ロ
ー
プ

(
8m
m
)

固
定
ア
ン
カ
ー

本
体
ネ
ッ
ト
用

下
張
り
ロ
ー
プ

(
8m
m
)

支
柱
控
え
ロ
ー
プ

(
6m
m
) 支
柱

支
柱
控
え
ア
ン
カ
ー

結
束
バ
ン
ド

(
0.
5
m間

隔
)

括
り
付
け
ロ
ー
プ

中
段

(
4m
m
)

又
釘

（
下
張
り
ロ
ー
プ
を
根
株
に
固
定
）
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w
w

w
.**

*.c
o.

jp
KI

N
KI
・

CH
U

G
O

KU
 R

eg
io

na
l 

Fo
re

st
 O

ff
ic

e

KI
N

KI
・

CH
U

G
O

KU
 R

eg
io

na
l 

Fo
re

st
 O

ff
ic

e
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
シ
カ
防
護
柵
低
コ
ス
ト
化
の
取
組
み

防
護
柵

ha
あ
た
り
の
設
置
単
価
比
較
試
算

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
と
約
半
分
の
価
格
で
設
置
が
可
能

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
を
活
用

一
般
的
な
縦
張
ス
テ
ン
レ
ス
入
り
ネ
ッ
ト

5
0
0
m
/
h
a

延
長

普
通
作
業
員

1
8
,1
0
0
円

作
業
員

1
0
人
工

1
4
.5
人
工

功
程

1
8
1
,0
0
0

1
8
,1
0
0
×
1
0

2
6
2
,4
5
0

1
8
,1
0
0
×
1
4
.5

（
労
務
費
小
計
）

支
柱
:3
m
ピ
ッ
チ
、
1
,9
4
9
円
/
本
、
キ
ャ
ッ
プ
2
1
5
円

2
1
6
,3
3
9

1
/
3
立
木
支
柱
1
1
1
本

3
2
5
,4
8
3

全
部
支
柱

1
6
7
本

支
柱

2
3
,8
6
5

1
1
1
個

3
5
,9
0
5

1
6
7
個

キ
ャ
ッ
プ

ア
ニ
マ
ル
ネ
ッ
ト
4
,4
0
0
円
/
5
0
m

ス
テ
ン
レ
ス
入
り
3
2
,2
0
0
円
/
5
0
m

ネ
ッ
ト

4
4
,0
0
0

5
0
0
/
5
0
×
4
,4
0
0

3
2
2
,0
0
0

5
0
0
/
5
0
×
3
2
,2
0
0

9
5
,7
3
7

1
4
3
,6
0
6

ロ
ー
プ
外

3
7
9
,9
4
1

8
2
6
,9
9
4

(材
料
費
小
計
)

5
6
0
,9
4
1

1
,0
8
9
,4
4
4

合
計

5
2
8
,5
0
3

差
額

(円
)

（
直
接
事
業
費
の
み
）

53



新
元
重
山
国
有
林

低
密
度
植
栽
試
験
地
に
つ
い
て

令
和
４
年
６
月

2２
日

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

岡
山
森
林
管
理
署

国
民

の
森

林
・

国
有

林
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植
栽

本
数

密
度

に
よ

る
林

分
構

造
変

化
（

成
長

量
・

形
質

）
の

比
較

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

低
コ

ス
ト

化
に

向
け

た
森

林
造

成
技

術
の

確
立

を
図

る
。

広
島

森
林

管
理

署
管

内
新

元
重

山
国

有
林

（
広

島
県

福
山

市
）

＜
森

林
総

合
研

究
所

関
西

支
所

と
の

共
同

試
験

＞
＞

開
発
期
間
：
平
成

14
年
度
～
令
和

14
年
度
（

20
02
年
度
～

20
32
年
度
）


昭

和
47

年
度

に
、

大
苗

の
疎

植
に

よ
る

地
拵

、
植

付
、

下
刈

行
程

の
省

力
化

の
検

討
の

た
め

に
設

置
さ

れ
た

試
験

地
（

昭
和

56
年

度
に

試
験

終
了

）
。

ス
ギ

(S
48

.3
植

栽
）

、
ヒ

ノ
キ

(S
49

.3
植

栽
）

を
、

そ
れ

ぞ
れ

1,
00

0本
/h

a、
1,

50
0本

/h
a、

2,
00

0本
/h

a、
3,

00
0本

/h
aで

植
栽

。


平
成

７
年

度
ま

で
に

、
下

刈
、

つ
る

伐
り

、
除

伐
、

枝
打

ち
を

実
施

。


平
成

10
～

11
年

度
に

、
定

性
間

伐
（

伐
採

材
積

率
20

％
）

を
実

施
（

1,
00

0本
区

を
除

く
）

。


平
成

26
年

度
に

、
列

状
間

伐
（

１
伐

３
残

）
を

実
施

。

開
発
目
的

＜
調
査
事
項
＞

調
査
方
法

①
概

ね
10

年
毎

に
、

標
準

地
を

設
置

し
林

分
調

査
（

立
木

密
度

、
胸

高
直

径
、

樹
高

等
）

②
概

ね
５

年
毎

に
、

標
準

地
の

下
層

植
生

調
査

（
植

生
種

、
被

度
）

③
概

ね
５

年
毎

に
、

標
準

地
の

林
内

相
対

照
度

調
査

④
開

発
期

間
終

了
前

年
に

、
樹

幹
解

析
（

追
加

的
に

、
平

成
26

年
度

も
実

施
）

⑤
追

加
調

査
と

し
て

、
平

成
26

年
度

に
、

応
力

波
伝

播
速

度
を

測
定

（
立

木
状

態
で

の
強

度
調

査
）

１

◆
近
中
局
技
術
開
発
課
題
「
植
栽
本
数
密
度
に
よ
る
林
分
構
造
変
化
及
び
材
質
試
験
」
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H
10 ～ H
11

19
98 ～

19
99

H
14

20
02

ス
30

ヒ
29

H
20

20
08

ス
36

ヒ
35

H
21

20
09

ス
37

ヒ
36

H
23

20
11

ス
39

ヒ
38

H
24

20
12

ス
40

ヒ
39

H
26

20
14

ス
42

ヒ
41

H
27

20
15

ス
43

ヒ
42

R
元

20
19

ス
47

ヒ
46

R
６

20
24

ス
52

ヒ
51

R
11

20
29

ス
57

ヒ
56

R
13

20
31

ス
59

ヒ
58

R
14

20
32

ス
60

ヒ
59

備
考

間
伐

◎
〇

H
10

～
11

 定
性

保
育

間
伐

（
1,

00
0本

区
除

く
）

H
26

 列
状

間
伐

主
伐

□
土
壌
調
査

◎

①
林
分
調
査

◎
※

●
●

●
□

標
準

地
を

設
定

し
、

立
木

密
度

、
胸

高
直

径
、

樹
高

等
を

測
定

②
下
層
植
生
調
査

◎
●

●
●

●
□

□
標

準
地

を
設

定
し

、
植

生
種

、
被

度
を

調
査

③
林
内
相
対
照
度

調
査

◎
◎

◎
〇

〇
●

□
□

④
樹
幹
解
析

〇
□

⑤
応
力
波
伝
播
速
度

調
査

〇
立

木
状

態
で

の
強

度
を

フ
ァ

コ
ッ

プ
で

調
査

中
間
・
完
了
報
告

◎
◎

◎
□

□
□

◎
は

、
当

初
予

定
ど

お
り

実
施

し
た

も
の

。
●

は
、

当
初

予
定

か
ら

一
部

変
更

し
実

施
し

た
も

の
。

○
は

、
追

加
的

に
実

施
し

た
も

の
。

□
は

、
今

後
の

実
施

予
定

。
※

 鹿
児

島
大

学
農

学
部

が
実

施
（

ヒ
ノ

キ
の

み
）

こ
れ
ま
で
の
調
査
等
実
績
と
今
後
の
調
査
等
予
定

２
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試
験
地
位
置
図

３

ヒ
ノ
キ
試
験
地

ス
ギ
試
験
地

0.
62

ha
0.

90
ha

0.
58

ha

0.
28

ha

0.
85

ha

0.
83

ha

0.
80

ha

0.
77

ha

57



１
．
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

～
47
年
生

(ｽ
ｷﾞ
）
及
び

46
年
生

(ﾋ
ﾉｷ
）
時
点
の
林
分
状
況
～

＜
調
査
方
法
＞

調
査
の
種
類

調
査
の
内
容

林
分

調
査

各
試

験
区

に
立

木
10

0本
程

度
を

含
む

標
準

地
を

１
カ

所
設

定
。

標
準

地
面

積
（

ト
ゥ

ル
ー

パ
ル

ス
）

、
標

準
地

内
全

て
の

生
立

木
の

立
木

本
数

、
胸

高
直

径
（

直
径

巻
尺

）
、

樹
高

（
測

幹
）

及
び

幹
形

異
常

の
有

無
（

曲
が

り
、

二
又

等
を

目
視

）
を

調
査

。
標

準
地

内
の

一
部

に
お

い
て

、
地

上
型

３
次

元
レ

ー
ザ

ー
ス

キ
ャ

ナ
に

よ
り

計
測

。
３

D
画

像
作

成
、

樹
高

６
m

ま
で

の
幹

の
細

り
を

解
析

。

４
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

注
１

材
積

は
、

森
林

総
合

研
究

所
『

収
穫

表
作

成
シ

ス
テ

ム
LY

CS
3.

3』
に

よ
り

算
出

。
２

収
量

比
数

は
、

近
畿

中
国

森
林

管
理

局
『

近
畿

・
山

陽
地

方
国

有
林

ス
ギ

林
分

密
度

管
理

図
』

『
近

畿
中

国
地

方
国

有
林

ヒ
ノ

キ
林

分
密

度
管

理
図

』
に

よ
り

算
出

。
３

異
な

る
樹

種
で

の
異

な
る

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
は

、
試

験
区

間
の

平
均

値
に

有
意

差
（

5%
水

準
）

が
あ

る
こ

と
を

示
す

（
Tu

ke
y-

Kr
am

er
法

に
よ

る
多

重
比

較
）

。
５

1
,0

0
0
本

区
1
,5

0
0
本

区
2
,0

0
0
本

区
3
,0

0
0
本

区
1
,0

0
0
本

区
1
,5

0
0
本

区
2
,0

0
0
本

区
3
,0

0
0
本

区

標
準

地
面

積
(h

a)
0
.1

7
4
2

0
.1

6
6
1

0
.1

1
6
1

0
.1

0
4
4

0
.1

8
4
6

0
.1

0
7
4

0
.0

8
9
9

0
.0

9
0
5

立
木

本
数

(本
）

1
0
3

1
0
2

1
0
4

1
0
1

1
2
1

1
0
0

9
8

1
0
1

立
木

密
度

（
本

/
h
a）

5
9
1

6
1
4

8
9
6

9
6
8

6
5
6

9
3
1

1
,0

9
0

1
,1

1
6

平
均

胸
高

直
径

（
c
m

)
3
1
.2

 a
2
9
.8

 a
2
9
.0

 a
2
7
.9

 a
2
8
.7

 a
2
5
.7

 b
2
4
.0

 b
2
3
.6

 b

平
均

樹
高

(m
)

2
1
.6

 a
2
0
.7

 a
2
1
.5

 a
2
1
.1

 a
1
7
.4

 b
1
7
.7

 a
b

1
8
.6

 a
1
8
.0

 a
b

平
均

幹
材

積

(m
3
/
本

）
0
.7

8
 a

0
.7

1
 a

0
.7

0
 a

0
.6

5
 a

0
.5

7
 a

0
.4

7
 b

0
.4

4
 b

0
.4

1
 b

林
分

材
積

（
m

3
/
h
a)

4
6
1
.6

4
3
8
.6

6
2
5
.2

6
3
1
.1

3
7
3
.6

4
3
5
.4

4
8
3
.4

4
5
9
.0

形
状

比
平

均
7
1
.2

 b
7
2
.1

 b
7
6
.7

 a
b

7
8
.9

 a
6
1
.5

 c
7
0
.5

 b
7
9
.3

 a
7
7
.7

 a

収
量

比
数

(R
y)

0
.5

4
0
.5

7
0
.7

0
0
.7

2
0
.5

8
0
.7

3
0
.7

9
0
.7

8

曲
・
二

又
等

率
(％

）
1
7
%

2
1
%

1
1
%

2
8
%

2
6
%

2
7
%

3
3
%

6
%

ス
ギ

ヒ
ノ

キ

調
査
結
果
一
覧
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
胸
高
直
径
・
樹
高
＞

①
平

均
胸

高
直

径
ス

ギ
：

有
意

差
な

し
ヒ

ノ
キ

：
1,

00
0本

区
と

そ
れ

以
外

の
試

験
区

と
の

間
に

有
意

差
あ

り
②

平
均

樹
高

ス
ギ

：
有

意
差

な
し

ヒ
ノ

キ
：

1,
00

0本
区

と
2,

00
0本

区
と

の
間

に
有

意
差

あ
り

①
平
均
胸
高
直
径
：
植
栽
密
度
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
小
さ
く
な
る
傾
向
。

②
平
均
樹
高
：
い
ず
れ
の
試
験
区
で
も
、
１
等
地

(ス
ギ

19
.7

m
以
上
、
ヒ
ノ
キ

16
.3

m
以
上
）
に
該
当
。

６

T
u
ke

y-
K
ra

m
e
r法

に
よ

る
多

重
比

較

ス
ギ

ヒ
ノ

キ
ス

ギ
ヒ

ノ
キ

1
,0

0
0
本

区
a

a
a

b
1
,5

0
0
本

区
a

b
a

ab
2
,0

0
0
本

区
a

b
a

a
3
,0

0
0
本

区
a

b
a

ab

平
均

胸
高

直
径

平
均

樹
高

※
異

な
る

樹
種

で
の

異
な

る
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

は
、

試
験

区
間

の
平

均
値

に
有

意
差

（
５

%
水

準
）

が
あ

る
こ

と
を

示
す

。

60



1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
形
状
比
＞

③
形
状
比
の
平
均
値
：
植
栽
密
度
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
大
き
く
な
る
傾
向
。

2,
00

0本
区
及
び

3,
00

0本
区
で
は
、

80
近
い
値
。

③
形

状
比

の
平

均
値

ス
ギ

：
3,

00
0本

区
と

1,
00

0本
区

及
び

1,
50

0本
区

と
の

間
に

有
意

差
あ

り
ヒ

ノ
キ

：
2,

00
0本

区
と

3,
00

0本
区

と
の

間
以

外
に

は
有

意
差

あ
り

７
※

異
な

る
樹

種
で

の
異

な
る

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
は

、
試

験
区

間
の

平
均

値
に

有
意

差
（

５
%

水
準

）
が

あ
る

こ
と

を
示

す
。

T
u
ke

y-
K
ra

m
e
r法

に
よ

る
多

重
比

較

ス
ギ

ヒ
ノ

キ
1
,0

0
0
本

区
b

c
1
,5

0
0
本

区
b

b
2
,0

0
0
本

区
ab

a
3
,0

0
0
本

区
a

a

形
状

比
平

均
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
幹
材
積
＞

④
平
均
幹
材
積
：
植
栽
密
度
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
小
さ
く
な
る
傾
向
。

④
平

均
幹

材
積

ス
ギ

：
有

意
差

な
し

ヒ
ノ

キ
：

1,
00

0本
区

と
そ

れ
以

外
の

区
と

の
間

に
有

意
差

あ
り

８

T
u
ke

y-
K
ra

m
e
r法

に
よ

る
多

重
比

較

ス
ギ

ヒ
ノ

キ
1
,0

0
0
本

区
a

a
1
,5

0
0
本

区
a

b
2
,0

0
0
本

区
a

b
3
,0

0
0
本

区
a

b

平
均

幹
材

積

※
異

な
る

樹
種

で
の

異
な

る
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

は
、

試
験

区
間

の
平

均
値

に
有

意
差

（
５

%
水

準
）

が
あ

る
こ

と
を

示
す

。
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
林
分
材
積
＞

⑤
林
分
材
積
：
ス
ギ
で
は
、

3,
00

0本
区
及
び

2,
00

0本
区
が
、

1,
50

0本
区
及
び

1,
00

0本
区
に
比
べ
て
大
き
い
。
ヒ
ノ
キ
で
も
同
様
の
傾
向
だ
が
差
は
小
。

胸
高
直
径
別
の
材
積
内
訳
に
つ
い
て
、
ス
ギ
で
は
、

30
cm
上
の
材
積
は

試
験
区
間
の
差
が
小
。
ヒ
ノ
キ
で
は
、

1,
00

0本
区
で

30
cm
上
の
材
積

大
き
い
が
、

20
cm
上
で
の
差
は
小
さ
い
。

９
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
胸
高
直
径
の
頻
度
分
布
＞

⑥
胸
高
直
径
の
分
布
：

1,
00

0本
区
が
、
他
の
試
験
区
に
比
べ
て
頻
度
の
ピ
ー
ク
と
な
る

直
径
が
大
き
い
。
特
に
ヒ
ノ
キ
で
そ
の
傾
向
が
大
き
い
。

1
0
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
形
状
比
の
頻
度
分
布
＞

⑦
形
状
比
の
分
布
：

1,
00

0本
区
及
び

1,
50

0本
区
で
は

70
以
下
の
個
体
が
多
い
の
に

対
し
、

2,
00

0本
区
及
び

3,
00

0本
区
で
は

70
以
上
の
個
体
が

多
い
。
特
に
、

3,
00

0本
区
で
は
８
０
以
上
の
個
体
が
多
い
。

1
1
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
幹
の
細
り
＞

⑧
幹
の
細
り
：

O
W

Lに
よ
る
地
上
高

6.
0ｍ

ま
で
の
解
析
で
は
、
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ

な
い
。

※
た
だ
し
、
過
去
に
行
っ
た
樹
幹
解
析
で
は
、
ヒ
ノ
キ
に
お
い
て
、
６

.2
m
よ
り

上
部
で
、

1,
00

0本
区
と
そ
れ
以
外
の
試
験
区
で
有
意
差
あ
り

1
2

ヒ
ノ
キ

樹
幹
解
析
結
果

(H
26
実
施
）

ス
ギ
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
写
真
・
地
上
レ
ー
ザ
ー
解
析
図
＞

ス
ギ 1,
00

0本
区

1,
50

0本
区

2,
00

0本
区

3,
00

0本
区

1
3
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1.
令
和
元
年
度
林
分
調
査
成
果

＜
写
真
・
地
上
レ
ー
ザ
－
解
析
図
＞

ヒ
ノ
キ

1,
00

0本
区

1,
50

0本
区

2,
00

0本
区

3,
00

0本
区

1
4
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２
.経
年
変
化

＜
立
木
密
度
・
胸
高
直
径
＞

①
立
木
密
度
：

3,
00

0本
区
で
は
、
平
成

26
年
度
の
列
状
間
伐
以
前
に

2,
00

0本
区
と

同
程
度
の
立
木
本
数
。

②
平
均
胸
高
直
径
：
ヒ
ノ
キ
で
は
列
状
間
伐
後
に
成
長
率
大
。
ス
ギ
で
は
効
果
限
定
的
。 1

5

※
1,

00
0本

区
以

外
で

は
、

26
年

生
時

に
定

性
間

伐
（

伐
採

材
積

率
20

%
)を

実
施

。
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２
.経
年
変
化

＜
林
分
材
積
・
形
状
比
＞

③
林
分
材
積
：
ヒ
ノ
キ

3,
00

0本
区
を
除
き
、
平
成

26
年
度
の
列
状
間
伐
前
の
材
積
に

回
復
し
て
い
な
い
。

④
形
状
比
：
ス
ギ

,1
,0

00
本
区
及
び

2,
00

0本
区
、
ヒ
ノ
キ

2,
00

0本
区
で
は
、
列
状

間
伐
前
の
値
と
比
較
し
て
低
下
し
て
い
な
い
。

1
6
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作
業

功
程

の
比

較


下

刈
ま

で
の

功
程

は
、

植
栽

本
数

が
少

な
く

な
る

ほ
ど

小
さ

く
な

る
傾

向
。


こ

れ
に

苗
木

代
を

加
え

る
と

、
さ

ら
に

植
栽

本
数

に
よ

る
造

林
コ

ス
ト

の
差

は
大

き
い

。

※
つ

る
切

り
以

降
に

つ
い

て
は

、
試

験
区

毎
の

功
程

調
査

を
行

っ
て

い
な

い
た

め
、

小
班

全
体

の
人

工
数

を
面

積
で

割
っ

て
算

出
し

た
参

考
値

で
あ

る
。

３
.過
去
の
調
査
成
果

（
平

成
14

年
度

森
林

・
林

業
交

流
研

究
発

表
会

発
表

に
加

筆
）

1
7
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３
.過
去
の
調
査
成
果

1
8


測

定
結

果
か

ら
静

的
ヤ

ン
グ

率
を

推
計

し
た

と
こ

ろ
、

ス
ギ

に
つ

い
て

は
、

1,
50

0本
区

以
上

で
は

、
多

く
の

都
道

府
県

に
お

け
る

製
品

品
質

規
格

下
限

ヤ
ン

グ
率

基
準

値
で

あ
る

E7
0を

上
回

る
も

の
が

ほ
と

ん
ど

。
1,

00
0本

区
で

も
E7

0
以

上
が

78
％

。


ヒ

ノ
キ

に
つ

い
て

は
、

1,
50

0本
区

で
は

、
製

品
品

質
規

格
下

限
ヤ

ン
グ

率
基

準
値

で
あ

る
E9

0よ
り

も
低

い
値

を
示

す
も

の
が

10
％

あ
っ

た
が

、
1,

00
0本

区
で

は
E9

0以
上

が
98

%
。

そ
れ

以
外

の
試

験
区

で
は

、
全

て
E9

0以
上

。

応
力

波
伝

播
速

度
調

査
結

果

（
平

成
27

年
度

森
林

・
林

業
交

流
研

究
発

表
会

発
表

）
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４
.考
察


標

準
伐

期
齢

を
超

え
た

現
時

点
に

お
い

て
、

ス
ギ

と
ヒ

ノ
キ

と
も

に
、

2,
00

0本
/h

a以
下

の
植

栽
密

度
で

あ
っ

て
も

問
題

な
く

成
林

。
ヤ

ン
グ

率
に

つ
い

て
も

大
差

な
し

。


林
業

の
観

点
で

は
、


ス

ギ
は

、
2,

00
0本

区
及

び
3,

00
0本

区
が

、
1,

00
0本

区
及

び
1,

50
0本

区
に

比
べ

て
、

林
分

材
積

が
20

0m
3 /

ha
近

く
大

き
い

こ
と

、
そ

の
内

訳
を

見
る

と
胸

高
直

径
30

cm
以

上
の

材
積

は
試

験
区

間
の

差
が

小
さ

い
こ

と
か

ら
、

2,
00

0本
/h

a及
び

3,
00

0本
/h

aが
有

利
。

従
っ

て
、

初
期

コ
ス

ト
も

勘
案

す
る

と
、

2,
00

0本
/h

aが
最

も
有

利
と

思
料

。


ヒ
ノ

キ
は

、
林

分
材

積
に

試
験

区
間

で
ス

ギ
ほ

ど
差

は
な

い
が

、
1,

00
0本

区
で

は
地

上
高

6.
2m

よ
り

上
部

で
ウ

ラ
ゴ

ケ
傾

向
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

に
よ

り
林

分
材

積
も

過
大

に
算

出
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

1,
50

0本
/h

a以
上

の
植

栽
本

数
が

有
利

。
従

っ
て

、
初

期
コ

ス
ト

も
勘

案
す

る
と

、
1,

50
0本

/h
aが

最
も

有
利

と
思

料
。


一

方
、

収
益

性
を

重
視

し
な

い
場

合
、

皆
伐

後
の

森
林

を
低

コ
ス

ト
で

確
実

に
成

林
さ

せ
、

公
益

的
機

能
の

発
揮

を
図

る
観

点
で

は
、

1,
00

0本
/h

a及
び

1,
50

0本
/h

aと
い

っ
た

よ
り

低
密

度
の

植
栽

に
つ

い
て

も
選

択
肢

と
な

り
得

る
可

能
性

が
あ

る
。

令
和

14
年

度
に

予
定

し
て

い
る

完
了

報
告

及
び

主
伐

ま
で

の
間

、
樹

幹
解

析
に

よ
る

幹
形

の
詳

細
な

分
析

を
含

め
て

引
き

続
き

調
査

を
行

い
、

植
栽

密
度

に
よ

る
林

分
構

造
や

材
質

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
よ

り
精

度
の

高
い

検
証

を
進

め
る

こ
と

と
し

た
い

。

1
9
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(参
考
）
試
験
地
が
所
在
す
る
小
班
の
施
業
履
歴

S4
8

(1
)

S4
9

(2
)

S5
0

(3
)

S5
1

(4
)

S5
2

(5
)

S5
3

(6
)

S5
4

(7
)

S5
5

(8
)

S5
6

(9
)

S5
7

(1
0)

S5
8

(1
1)

S5
9

(1
2)

S6
0

(1
3)

S6
1

(1
4)

S6
2

(1
5)

H
2

(1
8)

H
3

(1
9)

H
7

(2
3)

H
10

(2
6)

H
11

(2
7)

H
26

(4
2)

植
付

●
補

植

下
刈

●
●

●
●

つ
る

切
り

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

除
伐

○
○

○
枝

打
ち

定
性

間
伐

◎
列

状
間

伐
●

S4
8

S4
9

(1
)

S5
0

(2
)

S5
1

(3
)

S5
2

(4
)

S5
3

(5
)

S5
4

(6
)

S5
5

(7
)

S5
6

(8
)

S5
7

(9
)

S5
8

(1
0)

S5
9

(1
1)

S6
0

(1
2)

S6
1

(1
3)

S6
2

(1
4)

H
2

(1
7)

H
3

(1
8)

H
7

(2
2)

H
10

(2
5)

H
11

(2
6)

H
26

(4
1)

植
付

●
補

植
●

下
刈

●
●

●
●

●
つ

る
切

り
○

○
○

除
伐

○
○

●
枝

打
ち

○
定

性
間

伐
◎

列
状

間
伐

●

75
５
ろ
林
小
班
（
ス
ギ
）

※
○

は
、

小
班

全
域

で
は

な
く

一
部

で
の

実
行

。
◎

は
、

1,
00

0本
区

を
除

い
て

実
行

。
2
0

75
５
ち
２
林
小
班
（
ヒ
ノ
キ
）
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※
A

森
林

総
合

研
究

所
『

収
穫

表
作

成
シ

ス
テ

ム
LY

CS
3.

3』
に

よ
り

算
出

。
※

B
H

26
樹

幹
解

析
結

果
に

よ
り

円
錐

台
（

＋
円

錐
）

積
み

上
げ

で
算

出
。

LY
CS
に
よ
り
算
出
し
た
幹
材
積
が
過
大
と
な
っ
て
い
る
か
の
検
証

（
参

考
）


LY

CS
に

よ
る

算
出

値
が

円
錐

台
積

み
上

げ
に

よ
る

算
出

値
よ

り
も

小
さ

い
ケ

ー
ス

が
多

い
中

で
、

LY
CS

に
よ

る
算

出
値

の
方

が
大

き
く

な
る

ケ
ー

ス
も

い
く

つ
か

あ
り

（
着

色
部

）
。


最

大
は

、
ヒ

ノ
キ

1,
00

0本
区

の
＋

0.
06

。
他

方
、

ヒ
ノ

キ
1,

00
0本

区
で

も
▲

0.
01

の
個

体
も

。

L
Y
C

S
（
A

)
樹

幹
解

析
（
B

）

ス
ギ

1
,0

0
0
本

区
n
o
,4

2
2
4

2
9
.9

0
.7

5
0
.8

2
▲

 0
.0

7
ス

ギ
1
,5

0
0
本

区
n
o
,1

1
8

2
2

2
8
.4

0
.6

2
0
.7

2
▲

 0
.1

0
ス

ギ
2
,0

0
0
本

区
n
o
,5

1
2
3

2
7
.1

0
.6

0
0
.5

9
0
.0

1
ス

ギ
3
,0

0
0
本

区
n
o
,3

1
1
9

2
6
.2

0
.4

7
0
.5

2
▲

 0
.0

5
ス

ギ
3
,0

0
0
本

区
n
o
,1

0
1

1
8

2
6
.8

0
.4

6
0
.6

0
▲

 0
.1

4
ヒ

ノ
キ

1
,0

0
0
本

区
n
o
,4

7
6

1
6

2
6
.2

0
.4

2
0
.3

6
0
.0

6
ヒ

ノ
キ

1
,0

0
0
本

区
n
o
,4

8
9

1
4

2
5
.4

0
.3

4
0
.3

5
▲

 0
.0

1
ヒ

ノ
キ

1
,5

0
0
本

区
n
o
,2

7
5

1
8

2
3
.8

0
.4

0
0
.4

2
▲

 0
.0

2
ヒ

ノ
キ

1
,5

0
0
本

区
n
o
,2

7
9

1
7

2
4
.3

0
.3

9
0
.3

7
0
.0

2
ヒ

ノ
キ

2
,0

0
0
本

区
n
o
,2

1
1

1
6

2
1
.8

0
.3

0
0
.4

4
▲

 0
.1

3
ヒ

ノ
キ

2
,0

0
0
本

区
n
o
,2

1
4

1
6

2
2
.1

0
.3

1
0
.3

4
▲

 0
.0

3
ヒ

ノ
キ

2
,0

0
0
本

区
n
o
,2

5
9

1
8

2
1
.5

0
.3

3
0
.3

2
0
.0

1
ヒ

ノ
キ

3
,0

0
0
本

区
n
o
,2

4
7

1
6

2
1
.3

0
.2

9
0
.3

6
▲

 0
.0

7
ヒ

ノ
キ

3
,0

0
0
本

区
n
o
,2

5
7

1
6

2
2
.1

0
.3

1
0
.3

3
▲

 0
.0

2
ヒ

ノ
キ

3
,0

0
0
本

区
n
o
,2

8
1

1
7

2
1
.6

0
.3

2
0
.3

7
▲

 0
.0

6

試
験

区
個

体
N

o
.

樹
高

m
D

B
H

c
m

幹
材

積
（
m

3
)

A
-
B
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（
参

考
）

（
森

林
総

合
研

究
所

関
西

支
所

高
橋

和
規

20
15

応
用

森
林

学
会

発
表

）
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（
参

考
）

（
森

林
総

合
研

究
所

関
西

支
所

高
橋

和
規

20
15

応
用

森
林

学
会

発
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Forest Technology and Support Center

林野庁 近畿中国森林管理局
森林技術･支援センター

森林・林業技術視察プログラム

国民の森林・国有林
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メニュー１ ：コンテナ苗（一貫作業と下刈りの省力化） ※
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＜針広混交林化＞

メニュー６ ：針広混交林化（列状間伐の実施）

メニュー７ ：針広混交林化（天然広葉樹の活用）

＜その他＞
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メニュー９ ：スマート林業 ※

メニュー10：ノウサギN型誘引捕獲罠

※出張講座（座学のみも含む）も対応します。
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Forest Technology and Support Center

4Forest Technology and Support Center

H28 2016
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技

森林技術・支援センター

■庁舎
新見市の木「ヒノキ」の伐り株、新見市の鳥「ウグイス」をモチーフとしてデザイン。
所長室は、高梁川のせせらぎをイメージした壁。

■沿革
平成 ３年２月 新見営林署として移転（新築）
平成 ７年３月 森林技術センターに改組
平成１８年４月 市内森林事務所を配置
平成２５年４月 森林技術・支援センターへ改称

新見Ｉ．Ｃ

新見駅から
徒歩13分

新見I.Cから
車で3分

アクセス

森林技術・支援センターの概要

〒７１８－０００３

岡山県新見市高尾７８６－１

国有林野事業は、公益重視の管理経営を一層推進するとともに
その組織・技術力・資源を活用して民有林への技術普及や支援を
することなどにより、我が国の森林・林業の再生に貢献すること
が期待されています。

森林技術･支援センターは、全国７箇所にある森林管理局に１
箇所ずつ設置されており、森林・林業に関する技術開発及びその
成果の民有林への普及業務の中心を担っています。

岡山県新見市
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お問い合わせは下記まで
林野庁近畿中国森林管理局
森林技術・支援センター
〒718-0003
岡山県新見市高尾786-1
TEL050-3160-6215(代)
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取組の内容

取組の目的

人工林の多くが利用期を迎え、これらの循環利用を推進するために再造林の確保が求められ
ています。特に低コストで再造林する方法として一貫作業システムによる伐採後の速やかな植栽が有
効と考えられており、それに対応するための植栽作業も通年で実施する必要が生じています。ここでは、
近畿中国地域で多いヒノキの通年植栽と下刈り回数の削減の実効性を検証しています。

場 所：岡山県新見市 三光山国有林 591り1､り2林小班 三室国有林 702ら林小班

地 況：三光山 傾斜：中、地質：斑岩、土壌：ＢｌＤ、向き：南西 標高：600～770ｍ

三 室 傾斜：中、地質：斑岩、土壌：ＢＤ 、向き：北 標高：790～900ｍ

三室国有林３年目の成育状況（無下刈り）

課題名：伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗
等の活着・生育実証

経 過： 三光山国有林では平成25年～26年(2013～2014)に伐採後2～3年経過した皆伐跡地にス

ギ、ヒノキのコンテナ苗、普通苗を植栽。

三室国有林では平成25年～26年(2013～2014)に伐採直後の皆伐跡地にヒノキのコンテ苗、

普通苗を植栽（一貫作業システム）植栽。

時期を春植え(5月)夏植え(8月)秋植え(10月)とし、下刈り回数についても毎年刈り、隔年

刈り、無下刈りの区域を設定し、植栽後の成育状況を比較。

内 容：①コンテナ苗等の活着状況、成長量の調査

②調査結果を踏まえた造林（地拵・植付・下刈）のト－

タルコストの削減を目指す造林技術の提案

③広域的な植栽功程調査や活着状況を踏まえて、コンテ

ナ苗等の造林手法の改良を推進

④成果の公表、コンテナ苗の特性、立地条件等を踏まえ

た民有林経営への普及

試験区域ごとの下刈り頻度の違い

三室国有林植栽時の植生状況

メニュー１
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取組の成果

〇コンテナ苗の活着・成長
・コンテナ苗の活着は、どの季節でも普通苗に比べて良好であった。
・成長量は、どの季節においてもコンテナ苗、普通苗に大きな差はなく良好に成長している。一貫作業
（三室）の方がやや成長が良い。

〇下刈り頻度に応じた成長経過
・一貫作業での樹高及び直径成長が大きく、下刈り回数の違い（三光山国有林）では毎年下刈りが樹高
及び直径成長が最も大きい。

・伐採後早期に植栽することで、植栽木と下層植生との競合する期間が短縮され、下刈り回数を減らす
ことが可能となる。

・伐採と植栽時期を選ばないコンテナ苗とを組み合わせ、伐採直後に植栽することで地拵えと下刈り回
数の削減が可能となる。

資料提供 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 奥田史郎氏

三室国有林の現状

・植栽初期から10年程度が経過した現況においても普通苗と遜色なく順調
に成長している。

・コンテナ苗、普通苗ともに収穫予想表兵庫・岡山地域の１等地を上回る
成長をみせている。

植栽苗木の樹高成長（4成長期） 植栽苗木の直径成長（4成長期）

下刈り頻度と苗木樹高の成長経過 下刈り頻度と苗木直径の成長経過

コンテナ苗の成育状況

11年目の成育状況収穫予想表 兵庫・岡山 ヒノキ（11年生）

※コンテナ苗及び普通苗ともに153本調査

区分 1等地 2等地 3等地

樹高(cm) 380 290 200

胸高直径(mm) 49 37 25

区分 コンテナ苗 普通苗

樹高(cm) 445 434

胸高直径(mm) 64.09 60.77
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課題69：下刈実施方法（回数、時期）の違いが植栽木の初期成長に及ぼす影響の検討

１．開発箇所：岡山県新見市 赤滝国有林５２６に２林小班 0.58ha

２．開発期間：令和６年度～令和10年度（2023年度～2028年度）

３．目 的：ヒノキコンテナ苗を活用し、植栽密度及び下刈実施方法
（回数、時期）の違いが、植栽木の初期成長（樹高、根元径）
生存率に与える影響を調査し初期保育省力化に向けた技術
を検討する。（参考：令和４年度近中局の下刈平均回数2.2回）

４．地 況：傾斜：中 地質：斑岩 土壌：ＢＤ（ｄ） 方位：北
標高：500～520ｍ

５．開発方法：1,500本/ha、2,000本/haの２種類の植栽密度による試験地を設定し、各試験地毎に①無下刈区、②C
区分判定区、③１回下刈区（実施時期：夏）、④１回下刈区（実施時期：冬）を設け、ヒノキコンテ
ナ苗を100本づつ植栽する。その後、回数や時期を変化させ下刈を実施し、試験地の植栽木を対象に毎
年秋に樹高、根元径、生存率、このほか下刈実施時には功程、競合植生を調査し比較分析を行う。

1，500本/ha区

無下刈区

１回刈区（夏）
※１回刈区は植栽後2年目に実施を想定する。

C区分判定区

2，000本/ ha区

１回刈区（冬）

無下刈区 C区分判定区

１回刈区（冬）

植栽間隔
2.6ｍ

植栽間隔
2.2ｍ

１回刈区（夏）

試験地概要

Ｃ3C2C1

C3:雑草木が植栽木を上回る

下刈実施

C2: 植栽木と雑草木が同じ

下刈検討

C1: 植栽木が雑草木を上回る

下刈省略

岡山森林管理署管内
三光山国有林（植栽後２年）

（参考）

C区分判定（下刈省略の判断）
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少花粉スギ・ヒノキコンテナ苗の新規生産者及び生産規模拡大に取り組む生産
者生産に対し、県が苗木生産に必要な施設及び資材の購入補助（県補助1/2）及
び技術指導を行うことで、コンテナ苗の増産、生産効率化を進める。

１ 目的

●補助対象となる施設・資材
⇒真空播種機、育苗トレイ、コンテナ苗抜取機、培土圧入機、潅水施設一式等

●生産者の要望に応じた技術指導
①生産技術向上 ※年1～5回/人程度
⇒苗畑整備（潅水施設、育苗トレイの設置・管理方法等）や、
育苗技術（培地混合、施肥、潅水、病害虫対策等）等

②生産効率化 ※月1回/人程度
⇒コンテナ直接播種（1年生苗出荷）、セルトレイ播種・育苗（1～2年生苗出荷）

●森林研究所研究員及び普及指導員による育苗相談対応・技術指導を行う。

●コンテナ直接播種の事業実施期間
R7年1月以降の播種から開始し、R7年秋出荷（1年生苗生産）まで

●セル育苗の事業実施期間
R6年4月以降or R7年1月以降の播種から開始し、R7年秋出荷（1～2年生苗生産）まで

２ 事業概要（案）

３ 実施スケジュール（案）

月
作業内容

１年目（R6） ２年目（R7）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

交付申請・決定 ● ●

資材等配布

①生産技術向上

育苗相談・指導

②生産効率化

コンテナ直接播種
（1年生苗出荷）

●

セル播種・育苗
（1～2年生苗出荷）

育苗相談・指導

コンテナ育苗

出荷

出荷
セル育苗

コンテナ移植・育苗新規

新規

継続（ﾄﾗｲｱﾙ） 直接播種

セル播種 セル播種
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主伐の収入で主伐又は再造林費用をまかなえないため

再造林しても将来の収入に不安があるため

森林経営に興味がないため

主伐後は天然更新による広葉樹林化を進めたいため

路網整備が進んでいないため

再造林後のシカ等による獣害を防げないため

主伐を行わず間伐を繰り返す予定であるため

再造林のための苗木を準備できないため

その他

コンテナ苗で広げる花粉レスの森づくり事業

皆伐面積 再造林面積 再造林率

４０９ha ９１ha ２２％

岡山県の再造林率 ⇒ 低い状況

再造林を行わない理由 ⇒ 費用・収入面

Ｈ30(2018)～Ｒ3(2021)年度の平均

課題

国の花粉症対策の全体像
⇒ 少花粉苗木の生産（植替え）増加を目標

①現在の少花粉種子生産計画では、再造林面積の増加に伴う、苗木需要の増加に対応できない
※R4生産実績：約100万本 → R15生産目標：約150万本（約1.5倍）

②森林所有者等にコンテナ苗のメリットが普及した結果、現在、コンテナ苗木が不足している現状
※裸苗を含めた苗木全体では充足しているが、コンテナ苗は急な需要増加が原因で不足している

③コンテナの利点を活かしきれていない ⇒ 再造林の低コスト化に繋がる施業が進んでいない

再造林の低コスト化及び花粉症対策に資する少花粉コンテナ苗木を活用する必要がある

対策

①少花粉種子の増産対策

②少花粉コンテナ苗の生産効率化

③伐採・再造林の一貫作業の推進(低コスト化)

地拵え伐採 植付け（少花粉コンテナ苗）搬出造材集材

伐採から植栽までを連
続して実施する効率的
な一貫作業を推進し、
再造林の低コストを図
る。一貫作業に効果的
な（植栽時期が限定さ
れない）少花粉コンテ
ナ苗を活用する。

〇採種労務の増加
・会計年度任用職員の拡充、業務委託

〇採種機材設備の拡充
・高所作業車、球果夾雑物除去機、乾燥機、冷蔵庫、倉庫等の追加導入

〇採種園の造成
・新設造成、林業機械グラップルの追加導入等

〇生産施設・資材の支援
・コンテナ苗生産の新規参入や生産規模拡大の希望者に対して、施設や資材を支援

（かんがい用水源整備、ハウス等生産設備、コンテナトレイ等生産資材）
⇒少花粉コンテナ苗ビギナー生産者支援事業等

〇生産者向け研修会・先進地視察の開催
・コンテナ苗生産者の生産性向上に資する実証や研修会・先進地視察の実施を支援

効果
再造林の増加・花粉症対策の推進 ⇒ 森林の多面的機能発揮・快適な生活環境形成

ハウス・潅水設備

コンテナ苗生産機械
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苗木全体の生産量
花粉の少ない苗木
花粉の少ない苗木の割合

H24 H25  H26  H27  H28  H29  H30  R1    R2     R3                  現行計画 R15

3,790

2,4602,829

1,510

現状
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再造林推進のためのシカ林業被害総合対策

効果

再造林の円滑な推進 ⇒ 林業サイクルの循環、森林の公益的機能発揮

○市町村、森林組合・森林所有者、猟友会等の関係者による実施体制整備協議会の設置・開催

◇効果的な防護のための伐採・再造林方法の検討

◇現地の条件に合った防護・捕獲対策の検討

◇専門家の活用による地域の実情に応じた被害対策技術の検討

◇市町村森林整備計画や森林経営計画への反映

（４）再造林の方法

◇防護柵設置困難箇所への大苗植栽の実証

◇下草繁茂による苗木のシカ被害の低減

◇シカ被害を受けやすい期間を短縮（早期成長）

②シカ被害に強い再造林対策

わな

処分穴

大苗

シカ道

単木保護

ドローン

①体制づくり（被害防止対策実施体制の整備）

（１）効果的な防護

◇シカ道を避けた防護柵の設置（ブロックディフェンス等）

◇単木保護

（２）捕獲の強化

◇くくりわな・電気止め刺し器・保定具等

（３）対策の低コスト化
◇一貫作業時にシカ処分穴を掘削

◇フォワーダで防護資材を運搬

◇低密度植栽（2,000本/ha等）

事業内容（モデル地区への支援）

再造林地の防護とその周辺での捕獲体制整備による
森林内のシカ被害対策のモデルを構築

（５）対策の省力化

◇ドローンによる防護柵等の見回り

（４地区）

わな

わな

わな

処分穴

処分穴

処分穴
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